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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　γ－リノレン酸とビタミンＥとの混合物を有効成分とする血球流動性改善剤（動脈硬化

の治療又は予防を目的とするものを除く）。

【請求項２】

　請求項１記載の血球流動性改善剤からなる血球流動性改善用医薬（動脈硬化の治療又は

予防を目的とするものを除く）。

【請求項３】

　人工透析患者用である請求項２記載の医薬。

【請求項４】

　糖尿病患者用である請求項２記載の医薬。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】

　本発明は、医療分野において有用な血球流動性改善作用を有する医薬等に用いられる血

球流動性改善剤に関する。

【０００２】

【従来の技術】

高級脂肪酸の一つであるγ－リノレン酸は、健康食品やペットフードなどに広く用いられ

ている。
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こ の よ う に γ － リ ノ レ ン 酸 に つ い て は 、 栄 養 学 的 な 観 点 か ら の 健 康 増 進 効 果 が 従 来 か ら 認

め ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

し か し な が ら 、 γ － リ ノ レ ン 酸 に つ い て 、 医 薬 的 な 観 点 か ら は 、 未 だ 充 分 な 検 討 が な さ れ

て い な い の が 実 情 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

こ の よ う な 状 況 下 、 本 出 願 人 は 、 γ － リ ノ レ ン 酸 等 を 含 有 す る 人 工 透 析 患 者 の 皮 膚 そ う 痒

症 治 療 組 成 物 及 び 副 甲 状 腺 機 能 亢 進 症 治 療 組 成 物 を 既 に 提 案 し て い る （ 特 開 平 ７ － ２ ３ ３

０ ６ ２ 号 公 報 ） 。

こ の 発 明 に よ れ ば 、 γ － リ ノ レ ン 酸 等 を 含 有 す る 組 成 物 を 人 工 透 析 患 者 に 服 用 さ せ る こ と

に よ り 、 か ゆ み 、 副 甲 状 腺 ホ ル モ ン を 低 下 さ せ 得 る こ と が 可 能 と な っ た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

本 発 明 者 ら は 、 こ の よ う な γ － リ ノ レ ン 酸 に つ い て 、 さ ら な る 用 途 開 発 を 行 な う べ く 、 鋭

意 研 究 を 重 ね た 。

そ の 結 果 、 本 発 明 者 ら は 、 γ － リ ノ レ ン 酸 と ビ タ ミ ン Ｅ と を 人 工 透 析 患 者 に 服 用 さ せ た と

こ ろ 、 血 液 、 特 に 白 血 球 の 流 動 性 が 著 し く 改 善 さ れ て い る こ と を 初 め て 知 見 し 、 こ の 知 見

に 基 づ い て 本 発 明 を 完 成 す る に 到 っ た 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 す な わ ち 本 発 明 は 、 血 球 の 流 動 性 改 善 作 用 、 特 に 優 れ た 白 血 球 の 流 動 性 改 善 作 用 を 有 す

る 、 安 全 性 に 優 れ た 剤 、 医 薬 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

な お 、 γ － リ ノ レ ン 酸 を 人 工 透 析 患 者 に 服 用 さ せ 、 血 液 の 流 動 性 を 調 べ た と の 報 告 は 勿 論

の こ と 、 血 液 の 流 動 性 、 と り わ け 白 血 球 の 流 動 性 が 向 上 す る 旨 の 報 告 は 、 こ れ ま で 全 く な

さ れ て い な い 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

寧 ろ 、 そ れ と は 反 対 に 、 γ － リ ノ レ ン 酸 （ 月 見 草 油 ） を ア ト ピ ー 症 の 子 供 に 服 用 さ せ た が

、 赤 血 球 の 流 動 性 は 変 化 し な か っ た と の 報 告 が あ る （ Biagi P Let al. Drugs Under Exp

erimental and Clinical Research 20(2),1994; p77-84) 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

　 本 発 明 は 、 γ － リ ノ レ ン 酸 と ビ タ ミ ン Ｅ と の 混 合 物 を 有 効 成 分 と す る 血 球 流 動 性 改 善 剤

を 提 供 す る も の で あ る 。 本 発 明 の 血 球 流 動 性 改 善 剤 か ら は 、 動 脈 硬 化 の 治 療 又 は 予 防 を 目

的 と す る も の が 除 か れ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 本 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 血 球 流 動 性 改 善 剤 か ら な る 請 求 項 ２ の 医 薬 、 人 工 透 析

患 者 用 で あ る 請 求 項 ３ の 医 薬 、 糖 尿 病 患 者 用 で あ る 請 求 項 ４ の 医 薬 を も そ れ ぞ れ 提 供 す る

も の で あ る 。 本 発 明 の 医 薬 か ら は 、 動 脈 硬 化 の 治 療 又 は 予 防 を 目 的 と す る も の が 除 か れ る

。

【 ０ ０ １ １ 】

【 発 明 の 実 施 の 形 態 】

以 下 、 本 発 明 に つ い て 説 明 す る 。

本 発 明 で 用 い る γ － リ ノ レ ン 酸 と は 、 狭 義 の γ － リ ノ レ ン 酸 、 ジ ホ モ － γ － リ ノ レ ン 酸 及

び こ れ ら の 誘 導 体 を 含 む 広 義 の も の で あ る 。 な お 、 本 明 細 書 で は 、 特 に 狭 義 の γ － リ ノ レ

ン 酸 と 指 称 し な い 限 り 、 広 義 の γ － リ ノ レ ン 酸 を 指 す 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の 血 球 流 動 性 改 善 剤 は 、 γ － リ ノ レ ン 酸 と ビ タ ミ ン Ｅ と の 混 合 物 を 有 効 成 分 と す

る も の で あ る 。

　 こ こ で 、 血 球 流 動 性 改 善 作 用 と は 、 例 え ば 人 工 透 析 患 者 の よ う に 、 以 前 よ り 低 下 し て い

る 血 球 流 動 性 を 元 に 戻 す （ 健 常 時 に 戻 す ） 作 用 と 、 通 常 の 血 球 流 動 性 を さ ら に 向 上 さ せ る
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作 用 と の 両 方 を 含 む 概 念 で あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 な お 、 本 発 明 に お け る 「 医 薬 」 と は 、 人 の 病 気 の 診 断 ， 治 療 ， 処 置 又 は 予 防 の た め 使 用

さ れ る 物 で あ る こ と は 言 う ま で も な い 。

　 具 体 的 に は 、 本 発 明 に お い て 、 「 医 薬 」 と は 、 薬 事 法 上 の 「 医 薬 品 」 を 指 す 。

【 ０ ０ １ ４ 】

上 記 γ － リ ノ レ ン 酸 は 、 ム コ ー ル ( M u c o r )属 、 モ ル テ ィ エ レ ラ ( M o r t i e r e l l a )属 、 リ

ゾ プ ス ( R i z o p u s )属 等 の 糸 状 菌 、 或 い は 月 見 草 ， ボ ラ ー ジ 等 の 植 物 、 さ ら に は ス ピ ル リ

ナ 等 の 藻 類 等 に 含 ま れ る 油 脂 か ら 得 ら れ る が 、 こ れ ら を そ の ま ま 用 い て も 良 い し 、 こ れ ら

か ら の 抽 出 物 や 、 さ ら に 精 製 し た も の を 用 い て も 良 い 。 ま た 、 γ － リ ノ レ ン 酸 は 、 化 学 合

成 に よ っ て 得 る こ と も で き 、 市 販 さ れ て い る も の を 使 用 し て も 良 い 。

な お 、 γ － リ ノ レ ン 酸 は 高 級 脂 肪 酸 で あ っ て 、 元 来 、 ヒ ト 母 乳 に 含 ま れ て い る 生 体 成 分 で

あ り 、 ま た 食 用 に も 用 い ら れ て お り 、 安 全 性 に は 特 に 問 題 は な い 。 ま た 、 ジ ホ モ － γ － リ

ノ レ ン 酸 に つ い て も 、 微 生 物 由 来 の も の や 、 化 学 合 成 品 が あ る が 、 起 源 に つ い て は 特 に 制

限 は な い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

狭 義 の γ － リ ノ レ ン 酸 或 い は ジ ホ モ － γ － リ ノ レ ン 酸 の 誘 導 体 と し て は 、 こ れ ら と 、 各 種

ア ル コ ー ル 類 と の 反 応 に よ り 得 ら れ る エ ス テ ル 、 例 え ば エ チ ル エ ス テ ル ， グ リ セ ロ ー ル エ

ス テ ル 、 リ ン 脂 質 等 、 或 い は 無 機 ， 有 機 の 塩 基 と を 、 等 モ ル 比 で 作 用 し て 得 ら れ る 塩 、 例

え ば ナ ト リ ウ ム 塩 ， カ リ ウ ム 塩 等 が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 の 血 球 流 動 性 改 善 剤 、 又 は こ れ か ら な る 医 薬 に お い て は 、 γ － リ ノ レ ン 酸 に ビ タ

ミ ン Ｅ を 加 え た も の を 用 い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 こ の 場 合 、 ビ タ ミ ン Ｅ は 、 γ － リ ノ レ ン 酸 に 対 し て 、 通 常 は 、 ５ ０ 重 量 ％ 以 下 、 好 ま し

く は １ ～ ５ ０ 重 量 ％ の 割 合 、 よ り 好 ま し く は ２ ～ ３ ０ 重 量 ％ の 割 合 で 用 い ら れ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 発 明 の 血 球 流 動 性 改 善 作 用 を 有 す る 医 薬 は 、 基 本 的 に は 上 記 成 分 よ り な る も の で あ る

が 、 必 要 に 応 じ て α － リ ノ レ ン 酸 、 エ イ コ サ ペ ン タ エ ン 酸 や ド コ サ ヘ キ サ エ ン 酸 な ど の ω

３ 系 の 不 飽 和 脂 肪 酸 、 ミ リ ス ト オ レ イ ン 酸 な ど の ω ５ 系 の 不 飽 和 脂 肪 酸 、 パ ル ミ ト オ レ イ

ン 酸 な ど の ω ７ 系 の 不 飽 和 脂 肪 酸 、 オ レ イ ン 酸 ， エ ル シ ン 酸 な ど の ω ９ 系 の 不 飽 和 脂 肪 酸

、 ラ ウ リ ン 酸 ， ミ リ ス チ ン 酸 な ど の 飽 和 脂 肪 酸 を 任 意 の 割 合 で 添 加 し て も 良 い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 発 明 の 血 球 流 動 性 改 善 作 用 を 有 す る 医 薬 の 剤 型 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 狭 義 の γ － リ

ノ レ ン 酸 、 ジ ホ モ － γ － リ ノ レ ン 酸 及 び こ れ ら の 誘 導 体 か ら 選 ば れ る １ 種 又 は ２ 種 以 上 の

も の 、 或 い は 上 記 し た 糸 状 菌 類 や 植 物 等 の 油 脂 か ら 得 ら れ る 抽 出 物 を 、 一 般 に 製 剤 上 許 容

さ れ る 無 害 の １ 種 又 は ２ 種 以 上 の ベ ヒ ク ル 、 担 体 、 賦 形 剤 、 統 合 剤 、 防 腐 剤 、 安 定 剤 、 香

味 剤 等 と 共 に 混 和 し て 、 錠 剤 、 顆 粒 剤 、 カ プ セ ル 剤 、 水 剤 等 の 内 服 剤 ； 無 菌 溶 液 剤 、 懸 濁

液 剤 等 の 注 射 薬 ； 輸 液 と し た も の を 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 こ れ ら は 、 従 来 公 知 の 技 術 を 用 い て 製 造 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

例 え ば 、 狭 義 の γ － リ ノ レ ン 酸 、 ジ ホ モ － γ － リ ノ レ ン 酸 及 び こ れ ら の 誘 導 体 か ら 選 ば れ

る １ 種 又 は ２ 種 以 上 の も の と 、 コ ー ン ス タ ー チ ， ゼ ラ チ ン 等 の 結 合 剤 、 微 晶 性 セ ル ロ ー ス

等 の 賦 形 剤 、 馬 鈴 薯 デ ン プ ン ， ア ル ギ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 等 の 膨 化 剤 、 乳 糖 ， シ ョ 糖 等 の 甘 味

剤 等 を 配 剤 し て 、 錠 剤 、 顆 粒 剤 な ど と す る こ と が で き る 。 ま た 、 常 法 に 従 い 、 γ － リ ノ レ

ン 酸 と 他 の 油 脂 類 と の 混 合 物 を 軟 質 ゼ ラ チ ン カ プ セ ル ， 硬 質 ゼ ラ チ ン カ プ セ ル 等 に 充 填 し

て 、 カ プ セ ル 剤 を 調 製 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 常 法 に よ り 、 シ ク ロ デ キ ス ト リ ン と γ

－ リ ノ レ ン 酸 と の シ ク ロ デ キ ス ト リ ン 包 接 物 と す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 な お 、 本 発 明 の 血 球 流 動 性 改 善 剤 を 食 品 ・ 飼 料 組 成 物 に 添 加 す る 場 合 に は 、 上 記 成 分 を

食 品 ・ 飼 料 組 成 物 に 単 に 混 合 す れ ば 良 い が 、 さ ら に 混 合 し た 組 成 物 を 、 上 記 と 同 様 に し て

製 剤 化 し 、 こ れ を 摂 取 し て も 良 い し 、 さ ら に こ れ ら の も の を 食 品 や 飼 料 と 混 ぜ 合 わ せ て も

良 い 。 特 に 食 品 組 成 物 と す る 場 合 に は 、 一 般 の 食 品 、 例 え ば ウ エ ハ ー ス ， ゼ リ ー ， ド レ ッ

シ ン グ ， マ ー ガ リ ン な ど 各 種 食 品 中 に 混 ぜ 合 わ せ る こ と も で き る 。 混 ぜ 合 わ せ 得 る 食 品 の

種 類 は 特 に 制 限 は な い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 投 与 （ 服 用 ） 量 に 関 し て は 、 狭 義 の γ － リ ノ レ ン 酸 、 ジ ホ モ － γ － リ ノ レ ン 酸 及 び こ れ

ら の 誘 導 体 の 量 は 、 患 者 ・ 摂 取 者 の 年 齢 、 病 歴 、 疾 患 の 種 類 、 症 状 等 に 応 じ て 適 宜 設 定 す

れ ば 良 い 。 通 常 は 、 γ － リ ノ レ ン 酸 と し て 、 ５ ～ ５ ０ ０ ０ ｍ ｇ ／ 日 の 範 囲 、 好 ま し く は １

０ ～ ２ ０ ０ ０ ｍ ｇ ／ 日 の 範 囲 で あ り 、 よ り 好 ま し く は ３ ０ ～ １ ０ ０ ０ ｍ ｇ ／ 日 の 範 囲 で 用

い れ ば 良 い 。 投 与 量 が 少 な 過 ぎ る と 、 充 分 な 血 球 流 動 性 向 上 作 用 を 奏 す る こ と が で き な い

。 投 与 （ 服 用 ） は 、 一 般 的 に は 毎 日 行 な う が 、 隔 日 で あ っ て も 良 く 、 患 者 ・ 摂 取 者 の 年 齢

、 病 歴 、 疾 患 の 種 類 、 症 状 等 に 応 じ て 適 宜 設 定 す れ ば 良 い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 製 品 は ゼ ラ チ ン カ プ セ ル に 充 填 し た カ プ セ ル 剤 の 形 で 投 与 さ れ 、

カ プ セ ル 剤 は γ － リ ノ レ ン 酸 を ５ ０ ｍ ｇ 含 み 、 血 球 流 動 性 の 向 上 が 望 ま れ る 患 者 に １ 日 当

た り １ ～ １ ０ 錠 程 度 の 服 用 量 で 投 与 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 本 発 明 の 血 球 流 動 性 改 善 作 用 を 有 す る 医 薬 は 、 安 全 性 に 優 れ 、 ヒ ト の 血 球 流 動 性 改 善 剤

と し て 、 特 に 人 工 透 析 患 者 の 血 球 流 動 性 改 善 剤 と し て 有 用 で あ る 。 と り わ け 白 血 球 の 流 動

性 改 善 剤 と し て 、 人 工 透 析 患 者 や 糖 尿 病 患 者 、 さ ら に は こ れ ら の 予 備 軍 的 な も の に 対 す る

予 防 薬 と し て 有 用 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 血 球 流 動 性 改 善 剤 は 、 安 全 性 に 優 れ て お り 、 ヒ ト の 食 す る 食 品 の み な ら

ず 、 飼 料 と し て 、 特 に ペ ッ ト フ ー ド な ど へ 配 合 す る こ と に よ り 、 動 物 の 血 球 流 動 性 の 改 善

に 有 効 に 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

【 実 施 例 】

以 下 、 本 発 明 を 実 施 例 に よ り 詳 し く 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

製 造 例 １ （ カ プ セ ル 剤 の 製 造 ）

γ － リ ノ レ ン 酸 を 約 ２ ２ 重 量 ％ 含 有 す る 油 脂 ２ ３ ５ 重 量 部 と 、 ビ タ ミ ン Ｅ （ ミ ッ ク ス － ト

コ フ ェ ノ ー ル ） ６ ５ 重 量 部 と を 通 常 の 方 法 で 混 合 し 、 ゼ ラ チ ン カ プ セ ル （ 富 士 カ プ セ ル （

株 ） 製 、 フ ッ ト ボ ー ル 型 Ｎ ｏ ． ５ ） に 充 填 し て 、 １ カ プ セ ル 中 に γ － リ ノ レ ン 酸 を ５ ０ ｍ

ｇ 含 む カ プ セ ル を 製 造 し た 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

な お 、 上 記 γ － リ ノ レ ン 酸 を 含 有 す る 油 脂 は 、 特 開 昭 ６ ３ － ２ ８ ３ ５ ８ ９ 号 公 報 に 記 載 の

方 法 に よ り 抽 出 し た も の を 用 い た 。 す な わ ち 、 ム コ ー ル ・ シ ロ シ ネ ロ イ デ ス （ M u c or  c i r

c i n e l l o i d e s  ) Ｈ Ｕ Ｔ （ Ｆ Ｅ Ｒ Ｍ 　 Ｐ － ９ ３ ５ ９ ） の 培 養 菌 体 か ら 、 ｎ － ヘ キ サ ン 抽 出 法

に よ り 抽 出 す る こ と に よ り 、 γ － リ ノ レ ン 酸 を 含 有 す る 油 脂 を 得 た 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

実 施 例 １ （ 臨 床 試 験 ）

製 造 例 １ で 得 ら れ た カ プ セ ル 剤 を 、 人 工 透 析 患 者 ５ 名 に 、 １ 日 ６ カ プ セ ル の 割 合 で （ す な

わ ち 、 γ － リ ノ レ ン 酸 と し て １ 日 当 た り ３ ０ ０ ｍ ｇ の 割 合 で ） ２ ヶ 月 間 服 用 さ せ た 。 服 用

前 、 ２ 週 間 後 、 ４ 週 間 後 の そ れ ぞ れ 透 析 前 に ヘ パ リ ン 採 血 し 、 こ れ を 遠 心 分 離 に よ り 血 球

と 血 漿 と に 分 離 し た 。

赤 血 球 に 関 す る 測 定 に お い て は 、 ヘ マ ト ク リ ッ ト １ ２ ％ に な る よ う に 自 己 血 漿 で 希 釈 し た

。 白 血 球 に 関 し て は 、 白 血 球 数 １ ２ ０ ０ 個 ／ ｍ ｍ
3  
に な る よ う に 、 自 己 血 漿 で 希 釈 し た 。

【 ０ ０ ３ １ 】
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こ れ ら の 希 釈 サ ン プ ル を 、 菊 地 の 開 発 し た 装 置 （ 「 薬 理 と 臨 床 」 第 ６ 巻 、 第 ８ 号 、 １ ９ ９

６ 年 ８ 月 ） に 導 入 し 、 一 定 の 圧 力 で 引 き 、 サ ン プ ル ５ ０ ０ Ｕ Ｌ の 全 量 が 通 過 す る の に 必 要

な 時 間 を 測 定 し た 。

な お 、 白 血 球 の 測 定 に は 、 径 ６ μ ｍ 、 長 さ １ ０ ０ μ ｍ の マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル を 用 い 、 赤 血

球 の 測 定 に は 、 径 ６ μ ｍ 、 長 さ ２ ０ μ ｍ の マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル を 用 い た 。 測 定 結 果 を 表 １

、 表 ２ に ま と め た 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

【 表 １ 】

表 １ （ 赤 血 球 の 通 過 時 間 ）

【 ０ ０ ３ ３ 】

【 表 ２ 】

表 ２ （ 白 血 球 の 通 過 時 間 ）
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【 ０ ０ ３ ４ 】

　 表 １ 、 表 ２ か ら 明 ら か な よ う に 、 赤 血 球 、 白 血 球 共 に 、 通 過 時 間 が γ － リ ノ レ ン 酸 の 服

用 に よ り 短 く な り 、 特 に 白 血 球 に つ い て は ４ 週 間 後 に は 著 し く 短 く な っ た 。 こ の こ と よ り

、 本 発 明 の 組 成 物 の 服 用 に よ り 、 赤 血 球 、 白 血 球 の 流 動 性 が 改 善 し て い る こ と が 示 さ れ た

。

【 ０ ０ ３ ５ 】

な お 、 服 用 開 始 前 後 に は 特 別 な 治 療 な ど は 行 な わ れ ず 、 ま た 、 定 期 的 に 行 な わ れ て い る 臨

床 検 査 値 に も 、 特 に 異 常 は 認 め ら れ ず 、 安 全 性 に も 問 題 が な い こ と が 分 か っ た 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

実 施 例 ２ （ 急 性 毒 性 試 験 ）

γ － リ ノ レ ン 酸 を 約 ２ ５ 重 量 ％ 含 有 す る 油 脂 に つ い て 、 次 の よ う に し て 急 性 毒 性 試 験 （ 単

回 投 与 毒 性 試 験 ） を 行 な っ た 。

す な わ ち 、 Ｓ Ｄ 系 ラ ッ ト 雌 雄 各 ５ 匹 を 用 い 、 γ － リ ノ レ ン 酸 を 約 ２ ５ 重 量 ％ 含 有 す る 油 脂

を ２ ｇ ／ ｋ ｇ 単 回 投 与 し た と こ ろ 、 一 般 状 態 、 体 重 、 剖 検 結 果 に 異 常 は 認 め ら れ ず 、 雌 雄

共 に 脂 肪 例 も 見 ら れ な か っ た 。

単 回 投 与 に お け る 半 数 致 死 量 （ Ｌ Ｄ 5 0 値 ） は 、 ２ ｇ ／ ｋ ｇ 以 上 で 、 安 全 性 は 高 い と 判 断 さ

れ た 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

【 発 明 の 効 果 】

　 本 発 明 の 血 球 流 動 性 改 善 作 用 を 有 す る 医 薬 は 、 こ れ を 服 用 さ せ る こ と に よ り 、 ヒ ト に 対

し て 、 血 球 の 流 動 性 改 善 作 用 を 有 し て お り 、 と り わ け 優 れ た 白 血 球 の 流 動 性 改 善 作 用 を 有

し て い る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 す な わ ち 、 本 発 明 の 血 球 流 動 性 改 善 作 用 を 有 す る 医 薬 は 、 血 球 の 流 動 性 を 著 し く 改 善 さ

せ る こ と が で き る た め 、 微 小 血 管 、 動 脈 硬 化 を 起 こ し て い る 血 管 、 血 栓 が で き て い る 血 管

な ど に お い て 、 赤 血 球 や 白 血 球 が ス ム ー ズ に 通 過 し 、 ま た 、 赤 血 球 や 白 血 球 が 血 管 で 壊 れ

に く く な る 。

　 そ れ 故 、 本 発 明 の 血 球 流 動 性 改 善 作 用 を 有 す る 医 薬 は 、 ヒ ト の 血 球 流 動 性 改 善 剤 と し て

、 特 に 人 工 透 析 患 者 の 血 球 流 動 性 改 善 剤 と し て 有 用 で あ る 。 と り わ け 白 血 球 の 流 動 性 改 善

剤 と し て 、 人 工 透 析 患 者 や 糖 尿 病 患 者 、 さ ら に は こ れ ら の 予 備 軍 的 な も の に 対 す る 予 防 薬

と し て 有 用 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 血 球 流 動 性 改 善 剤 は 、 食 品 ・ 飼 料 組 成 物 に 添 加 し て 用 い る こ と が で き る

。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 す な わ ち 、 本 発 明 の 血 球 流 動 性 改 善 剤 を 添 加 し た 食 品 ・ 飼 料 組 成 物 は 、 血 球 の 流 動 性 を

著 し く 改 善 さ せ る こ と が で き る た め 、 摂 取 す る こ と で 、 微 小 血 管 、 動 脈 硬 化 を 起 こ し て い

る 血 管 、 血 栓 が で き て い る 血 管 な ど に お い て 、 赤 血 球 や 白 血 球 が ス ム ー ズ に 通 過 し 、 ま た

、 赤 血 球 や 白 血 球 が 血 管 で 壊 れ に く く な る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 血 球 流 動 性 改 善 剤 及 び こ れ か ら な る 医 薬 は 、 安 全 性 に も 優 れ た も の で あ

り 、 長 期 間 投 与 （ 服 用 ） 、 摂 取 し て も 副 作 用 が な い 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 従 っ て 、 本 発 明 は 、 血 管 が 詰 ま る こ と に よ る 様 々 な 障 害 ， 疾 病 の 予 防 な ど の 目 的 で 、 医

療 分 野 （ 本 発 明 の 血 球 流 動 性 改 善 作 用 を 有 す る 医 薬 ） や 、 食 品 分 野 ， 飼 料 分 野 （ 特 に ペ ッ

ト フ ー ド 分 野 ） 等 に お い て 、 有 効 に 利 用 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 特 に 本 発 明 の 血 球 流 動 性 改 善 作 用 を 有 す る 医 薬 は 、 血 球 の 流 動 性 、 特 に 白 血 球 の 流 動 性

を 改 善 す る こ と に よ り 、 白 血 球 を 安 定 化 し 、 さ ら に 安 定 化 さ れ る こ と に よ っ て 炎 症 物 質 が

出 な い た め に 、 人 工 透 析 患 者 の み な ら ず 、 炎 症 性 疾 患 を 持 つ 人 、 癌 の 転 移 の 予 防 ・ 防 止 ・
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改 善 に 有 効 で あ る と 期 待 さ れ る 。 炎 症 性 疾 患 の 具 体 的 な 例 と し て は 、 リ ウ マ チ 、 糖 尿 病 の

合 併 症 、 痛 風 、 慢 性 疼 痛 、 ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 、 腎 炎 、 肝 炎 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。
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